




⽟村先⽣をはじめ⾮常にユーモアのあるお話でとても楽しかったです。
楽しんで勉強する、研究するということが⼤切であると、今⽇の講演を聞いて深く感じた。講師の先⽣⽅の体験談やジョークなども多くあっ
て、とても楽しく気軽に聞くことができてとてもよかった。
講師の皆さんの話は薬学部卒業後のことについて参考になりましたし、⾯⽩かったです。⾊々な⾯⽩い話を挟んで話をしていただいたので、楽
しんで聞くことができました。
勉強のこととはあまり関係のない、新鮮な話を聞くことができて⾯⽩かったです。なかなか聞く機会のない話なので、このような機会があって
よかったです。

将来の選択に役⽴てていきたいと思った。これからの⼤学⽣活では、さまざまなことに挑戦し、⾊々な経験を積んでいきたいです。
ちょっと難しい内容でしたが、研究の楽しさが伝わってきました。今回のような講義の内容がちゃんと理解できるようになるように、これから
頑張って勉強していきたいと思います。
「発想、偶然、研究を楽しむ」というのを⼤事にして研究していくと少し研究に⾏き詰った時とかにもやっていくことができそうだなと思っ
た。私はまだ研究と臨床のどちらの⽅⾯に進むか迷っているので、このような講義、講演会を通して考えていきたいし講演をされた先⽣⽅の話
を取り⼊れて活かしていけたらいいなと思う。また、研究室での出会いなど、⾊々な⼈たちとの出会いを⼤切にしたいと思う。⽇本の研究に⾜
りなものは「笑い」というお話があった。「楽しく笑いのある研究」をしていくのはとても素晴らしいことでそれと同時に難しいことでもある
と思うので、そういった意識を持っていきたいと思った。重要なお話、ありがとうございました。
研究は、はじめは偶然だが、それから「この物質は薬になるもの」を持っているか調べることが⼤事だということが分かった。どのように調べ
ていくのかはまだわからないが、これから⼀⽣懸命学んでいきたいと思った。
薬学部出⾝で現在社会で働いている⼈の話を聞くことができるのは、⾃分の将来のことを考えるにあたってとても重要な経験になると思った。
今⽇の3⼈の教授も含めて、医療系の教授の⽅々は発想⼒や思考の仕⽅が普通の⼈とは違うが、プレゼン能⼒も上⼿いと思った。ただ単純に頭
が良いことだけでなく、話せる能⼒も必要になってくる。

あまり聞くことができない話を聞けて良かった。
まず、有機化学を愛そうという⾔葉が印象的であった。好きじゃなくてもいい、愛していれば好きになれるはずとのことだった。有機化学は少
し難しいため、好きになれるのだろうかという疑問があった。だから、とりあえず有機化学にたくさん触れて好きになれるようにしていきた
い。また、徳⼤⽣だからと後ろ向きになるのではなく、⾃分がひっぱっていくという気持ちでどんどん勉強や研究をしていくよう⼼掛けたいと
思った。また、カブトガニが⽣きた化⽯と呼ばれていたのは知っていたが、免疫系の発達がされていないまま、⽣きているというのは知らな
かった。そして、抗菌・抗ウィルス作⽤を持つペプチドはどんなウィルスにも効き、HIVウィルスにも少しではあるが、効き⽬を⽰しているの
は凄いと思った。アメリカ、カナダでの10年間の話はとても⾯⽩く、経験できないような話だった。また、たくさん研究しても結果を出せない
研究者の⽅が遊んで何もしない⼈よりも良くないという話が⾝に染みた。中⾝のないことに時間をかけるのではなく、意味のあることに時間を
掛けたいと思った。
講師の先⽣⽅が冗談も交えて話してくださったので、とても関⼼を持って聴くことができた。
難しい話があまりなかったので、とても聞き易かったです。
仕事には結果が重要だが、研究には笑いが必要というのはおもしろいと感じた。
専⾨的な話はまだ理解が追いつかない。すごいことをしているのだろうがその凄さが分からないことがある。講演会があれば必ずと⾔っていい
ほど抗HIV薬の話を聞く。多くの⼈々が研究していることが実感できる。

もっと難しい内容の講演だと思っていたが、とても分かりやすく、将来について考える場をもらえてよかったです。これから勉強しながら、遊
びながら、将来を考えていきたいと思います。
今回は野⽔先⽣のお話が笑いも交えて話してくださって⾯⽩かったです。
⽟村先⽣の話で、学部学⽣、修⼠課程、研究院それぞれの時期に何をすればよいのかを教わることができた。今、学部学⽣である私たちは勉強
と”いっぱい遊んでおく”ことが⼤切だということに驚いた。抗HIV剤をカブトガニに着⽬して創ろうとするなんて、やはり研究者の着眼点は凄
いと思った。各講師の⽅のプレゼンは真⾯⽬な部分はもちろんあるけれど、たまに笑えるところがあって⾯⽩かったし、将来のことを考える機
会になったので、今回の講義を受けれて良かったと思う。
ところどころギャグっぽいところがあっておもしろかった。
今回の講義では研究をするうえで必要な能⼒や⼼構えを知ることができ、⾃分の将来を考えるのに⾮常に参考になった。
⾃分の進路を真剣に考える良い機会に恵まれました。ありがとうございました。

在学中の先輩のお話はお聞きする機会が普段ありますが、卒業されて就職された⽅のお話はなかなか聞けないので、⼤変興味深かったです。み
なさん⾊んな経験をされているので、話題もユニークでしたし、私たちに向けてのお⾔葉も胸にしみるものがありました。
普段の⽣活で⾃主的に調べることはないので、こういう機会を作っていただいてとてもありがたいです。
すごく勉強になりました。
⾃分が薬を通してどのように社会に貢献していくことができるかをもっと⾊々な視点から考えるべきだと思った。
同じ薬学部を卒業された⽅のお話は⾮常に興味深かったし、参考になった。講師の先⽣⽅のお話はおもしろく聞きやすかった。今⾃分がすべき
ことや将来の進路について考えるいい機会になった。
野⽔先⽣⾯⽩い⼈でした。

博⼠課程に進む⼈が減っていて、その理由はイメージで作られているものが多いことが分かった。何⼗年もの間、交流が続いていることを知
り、研究室での出会いが⼀⽣ものというのが本当なのだと感じた。ドーパミンの覚え⽅や、アメリカ、カナダ、⽇本の違いが⾯⽩かった。
詳しい研究についてのお話や、今後に⽣かせる意識の持ち⽅のお話などたくさん聞けて良かった。
どの先⽣の話もおもしろくて、研究の世界って奥深いなと思ったし、⼈⽣って何があるかわからないなと思いました。林先⽣が⾔っていたよう
に若いうちに苦労して⾃分なりの⽣き⽅を⾒つけていきたいとな感じました。
今⽇の講義を聴いて、⼈⽣は冒険をすることが⼤事であるなと感じた。何かをやる時、その先に何が待っているのか分からなくて、不安になる
し、⾊んなことを考えてしまいがちであるが、そういうことを恐れずに⾊んなことに挑戦してみようと思った。誰かが歩いた道を歩くのではな
くて、⾃分にしかできない新しいことをしてみたいと思う。
⼈間関係の⼤切さを改めて感じました。⼤学の同級⽣や同じ研究室で出会った⼈たちとの関係を⼤切にしていくことで、将来⾃分の職場でも役
⽴てることは今回⼤⾼先⽣がこのような講演会を開いていることからもよく分かりました。



三連続は多い。クリスマスイブにやるのはちょっと。卒業後も努⼒して⾃らの⼒で⾃分の道を進めるといいと思う。

全員話が⾯⽩かったです。ただ、もう少し研究の話について聞きたかったです。
⼥の⼈の話も聞きたいです。

クリスマスではなく他の⽇にしてほしかった。

（要望）


